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癌，脳出血，自殺等に依るものが年間 4~5 例みら
れて来た。手術統計では，胸成が 28年度の 108例
を峠として減少し，同年の 6例に始る肺切が 29年
に胸成を上廻り 31年は 96例に達した。以上を総括 
するに，近年化学療法及び外科療法の発展に伴い， 
結核患者入院期間の短縮と退院時転帰の向上が顕著
である。 号
23) 県立佐原病院の手術統計並びに胃筋腫の 1例
について
草柳芳昭(佐原病院〉
県立佐原病院が設立されて 2年余を経過した今
日，病院としての診療が軌道にのり安定した形にな
ったので，今迄の手術統計の観察を行った。全手術
数 306例で，その内虫垂炎手術がその 40%を占め
ており胃切除は月平均 l例であるが農村の患者を相
手とするため，相当高度に進んだ症例ばかりでこの
点医学知識の啓蒙が痛感された。併せて緊急手術症
例及び術後死亡症例を供覧した。
叉最近幽門部に発生し高度の十二指腸狭窄を惹起
せる胃筋腫の 1例を経験したので，この症例につい
ての手術より退院迄の状態を詳細に発表し，併せて
胃筋腫の頻度，発育部位，建育方向，形態恋化，悪
性愛化などの文献的統計的観察を行った。 
24) 春日部病院に於ける患者統計並びに興味ある
症例について
篠塚正二。根本幸一(春日部病院〉
2年 3月間の手術総数は 484例であり，月別には
3月から 9月にかけて多かった。
年令別には 20才台が圧倒的に多<，性別では男
性に多し、。疾患、別では虫垂炎が半ばを占め次いでへ
ルニア，胃疾患，腸閉塞，[[門疾患等が多かった。
へ;1-ニアの大部分は鼠経ヘルニアである。胆汁性腹
膜炎は 3例共透墜牲である。骨髄炎は手術と化学療
法により良好な成績であったが，重症で脳膜炎にで
死亡した。胃疾患の 60%は胃癌でその半数に胃切
除を行った。殆んど手遅れであった。腸閉塞では術
後癒着性腸閉塞が最も多く，次いで腸重積症が多か
った。穿孔性腹膜炎では虫垂炎によるものが最も多
い。症例。生後 10カ月女児。腸重積症にて手術を
行い， 10病日に腸閉塞症状起り手術を行い腸壊を造
設す。上部の腸堕であった為，栄養障害に陥り，応
急的腸寵閉鎖と共に非径口的栄養補給に努め， 29病
日に根治手術を行い全治した。震着防止に留意する 
事，小児に対する栄養補給に留意する事を痛感した。
25) 術後空腸i貴虜穿孔による腹膜炎の 1治験例
鈴木恵之助(吉原病院〉
49才男子。約 4カ月半前，十二指腸潰蕩で他病院
にて胃切除術施行。その後何等の愁訴もなく仕事に
従事せる処，朝食中に前徴なく突然上腹部激痛を訴 
え来院。上腹部腹膜炎の診断の下に発症後 8時間で
開腹。前回の手術は胃切除術 BlI法宮城氏~法結腸
前胃前壁胃腸吻合にて Braun吻合なく，吻合部輸
出脚に遊離穿孔部を発見，胃腸吻合部及び穿孔部を
含めて，胃の再切除，空腸輸出入脚を各 10cm切除
改めて BI法中山氏恋法により胃十二指腸吻合空腸
端々吻合を施行。術後 34日で全治退院した。別出
標本では空腸吻合輸出脚前壁の縫合線より 2cmの
所に小指頭犬の穿孔部がある。術後空腸潰痕は胃腸
吻合後に起り易く， BlI法後は比較的稀，而も遊離
穿孔は極めて稀， BI法後は更に稀で教室では未だ 
1例も見なし、。本症の発生頻度，及び根治手術法と
して， BI 法中山氏~法の優秀性を再認識した。 
26) 沼津市立病院に於ける化膿性疾患の統計的観
察並びにそれら疾患の細菌の耐性試験につい
て
野口晃平(沼津市立病院〉
最近 1年間に当科を訪れた外来患者 3157例中化
膿性疾患は 809例 25.6%叉入院患者 632例中 263例 
41.6%を占める。これら化膿性疾患患者中 95例に 
っき栄研の感受性ディスクを使用し耐性試験を行つ 
た結果，従来グラム陽性球菌に有効とされていたぺ
ニシリゾ，サノVファ剤は 30---49%の低い有効率し
か示さない。グロマイ，オーレオ，テラマイ，スト
マイ等は 90---100%の有効率を示した。大腸菌属で
も凡て同様の結果がえられた。叉抗生物質使用後耐
性試験を反復施行し使用抗生物質以外の抗生物質に
も耐性発現がみられた。叉沼津周辺の地域別及び年
令別耐性発現率には殆んど差はなかった。以上検索
の結果慢然と抗生物質を使用することは無意味且つ
危険であり，その使用に当つては有効無効の検索を
行し、適確なものを使用しなければならない。
27) 沼津市立病院外科の麻酔経験
特に衰弱者の麻酔について
福田恵司(沼津市立病院〉
当科に於ける最近  1年間の入院手術患者 692名
